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新型コロナウイルス（Covid-19）の影響で、
アトラクションやレストランなどの営業時間、
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Czech Republic

圧倒的な自然を体感する旅 
シュマヴァ国立公園
手つかずの自然、野生の動植物、四季折々のアトラクションで人々を魅了するシュマヴァ。チェコ人は 
ここで、新鮮な空気を思いっきり吸いながら森の中を歩いたり、川のせせらぎを聞きながらのんびり 
したり、サイクリングなどを楽しんで休日を過ごす。海外旅行が困難な今年は特に、国内で余暇を過ごす
場所として注目を集めている。その見どころを、国立公園を中心に見ていこう。

シュマヴァ

Šumava
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チ
ェ
コ
の
南
西
部
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
お

よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
隣
接
す
る
一
帯
は
、
シ
ュ
マ

ヴ
ァ
と
い
う
総
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
高
さ
千
メ
ー

ト
ル
台
の
山
々
と
原
生
林
、
湾
曲
し
な
が
ら
流
れ
る

川
、
氷
河
湖
、
湿
原
な
ど
の
大
自
然
が
広
が
る
。
そ

の
広
大
な
森
は
通
称
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
緑
の
屋
根
」

と
呼
ば
れ
、
そ
の
中
に
あ
る
シ
ュ
マ
ヴ
ァ
国
立
公
園

は
、
チ
ェ
コ
に
あ
る
4
つ
の
国
立
公
園
の
う
ち
最
大

の
敷
地
面
積
を
誇
る
。

　
冷
戦
時
代
と
国
立
公
園
の
成
り
立
ち

歴
史
に
も
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
東

西
に
分
断
さ
れ
て
い
た
冷
戦
時
代
、
国
境
は
厳
し
い
監

視
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
当
時
、
チ
ェ
コ
北
西
の
国
境

が
東
ド
イ
ツ
に
接
し
て
い
た
の
に
対
し
、
シ
ュ
マ
ヴ
ァ

は
西
ド
イ
ツ
と
の
境
目
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
監
視
は

特
に
厳
重
だ
っ
た
。
国
境
付
近
の
住
人
は
強
制
的
に
退

去
さ
せ
ら
れ
、
一
般
人
の
立
ち
入
り
は
厳
禁
、
有
刺
鉄

線
が
二
重
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
一
定
間
隔
ご
と
に
監
視

塔
が
設
置
さ
れ
た
。
西
側
の
自
由
を
求
め
、
不
法
出
国

し
よ
う
と
し
て
命
を
落
と
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。

1
9
9
1
年
の
冷
戦
終
結
と
同
時
に
、
こ
の
地
域

を
国
立
公
園
に
す
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
両
国
の

間
で
合
意
に
至
り
、
シ
ュ
マ
ヴ
ァ
国
立
公
園
が
誕
生
し

た
。
長
く
立
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
手
つ
か

ず
の
自
然
が
残
り
、
現
在
で
は
こ
の
地
域
に
し
か
存
在

し
な
い
植
物
や
昆
虫
、
絶
滅
危
惧
種
の
動
物
な
ど
が
生

息
す
る
貴
重
な
生
物
圏
保
護
区
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

旅
の
計
画
と
ア
ク
セ
ス

　公
園
は
と
に
か
く
広
大
な
た
め
、
旅
の
目
的
に
合

わ
せ
て
拠
点
と
す
る
場
所
を
選
ぶ
と
よ
い
。
敷
地
内

に
あ
る
主
要
な
街
（
ク
ヴ
ィ
ル
ダ
、 

ス
ト
ジ
ェ
ツ
、
モ

ド
ラ
ヴ
ァ
、
ス
ル
ニ
ー
な
ど
）
に
は
観
光
案
内
所
が
あ 

り
、
必
要
な
情
報
は
そ
こ
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。
車
の
旅
の
場
合
は
、
駐
車
場
か
ら
徒
歩
ま
た
は
自

転
車
で
の
移
動
と
な
る
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

な
ら
、
プ
ラ
ハ
か
ら
だ
と
鉄
道
や
バ
ス
を
乗
り
継
い
で

約
4
時
間
ほ
ど
の
旅
と
な
る
。

　
国
立
公
園
を
散
策
し
よ
う

シ
ュ
マ
ヴ
ァ
国
立
公
園
内
で
最
も
美
し
い
と
い
わ

れ
る
川
が
、
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
の
源
流
の
一
つ
で
も
あ
る

ヴ
ィ
ド
ラ
川
。
清
流
に
生
息
す
る
カ
ワ
ウ
ソ
に
ち
な
ん

だ
名
が
付
い
て
い
る
。
連
な
る
石
の
間
を
流
れ
る
川
は

時
に
穏
や
か
で
、
時
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
。
こ
の
風
景 

が
、
チ
ェ
コ
人
に
と
っ
て
の
シ
ュ
マ
ヴ
ァ
の
典
型
的
な

イ
メ
ー
ジ
だ
。
チ
ェ
コ
の
作
曲
家
ス
メ
タ
ナ
も
、
こ
の

景
色
か
ら
代
表
作
『
モ
ル
ダ
ウ
（
チ
ェ
コ
語
で
は
ヴ
ル

タ
ヴ
ァ
）』
の
構
想
を
得
た
と
い
わ
れ
る
。
川
へ
は
近

郊
の
街
、
モ
ド
ラ
ヴ
ァ
か
ら
散
策
道
を
通
っ
て
行
く
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
上
流
に
は
源
泉
も
あ
り
、
こ
ち

ら
へ
は
ク
ヴ
ィ
ル
ダ
か
ら
行
く
の
が
一
番
難
易
度
が
低

く
お
勧
め
。
7
キ
ロ
ほ
ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
公
園
内
に
は
散
策
道
が
多
数
設
け
ら
れ

て
お
り
、
目
的
地
と
難
易
度
に
応
じ
て
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
道
中
に
は
青
、
赤
、
黄
、
緑
、
白
と
5
つ
に
色

分
け
さ
れ
た
マ
ー
ク
が
付
け
ら
れ
、
一
定
の
間
隔
で
方

向
と
行
き
先
、
距
離
な
ど
が
書
か
れ
た
案
内
板
が
立
っ

て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
。

希
少
な
動
物
に
会
え
る 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

公
園
内
に
生
息
す
る
動
物
で
最
も
注
目
す
べ
き
な
の

は
、
耳
の
先
の
長
い
毛
が
特
徴
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最

大
の
ネ
コ
科
動
物
、
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
。
毛
皮
用
に
密
猟

さ
れ
、
チ
ェ
コ
側
で
は
一
度
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
も

の
の
、
1
9
8
0
年
代
に
ス
ロ
バ
キ
ア
側
か
ら
再
輸
入

さ
れ
、
個
体
数
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
。
1
0
0
頭
ほ
ど

ま
で
増
え
た
現
在
も
、
専
門
家
に
よ
っ
て
保
護
、
観
察

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
ク
ヴ
ィ
ル
ダ
に
は
オ
オ
ヤ
マ

ネ
コ
と
鹿
の
、
ま
た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・
ス
ル
ニ
ー

に
は
オ
オ
カ
ミ
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
が
あ
る
。
実
際

に
、
広
い
敷
地
内
に
生
息
し
て
い
る
動
物
た
ち
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
散
策
道
か
ら
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
動
物

2

3

4
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Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  K. 15  No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey 
TEL: +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
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日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

トルコ日通
www.nipponexpress.com/moving/tr

園
と
は
違
い
、
自
然
の
ま
ま
に
生
き
る
姿
が
見
ら
れ
る

貴
重
な
経
験
と
な
る
だ
ろ
う
。

他
に
も
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の
鳥
類
や
ヘ
ラ
ジ
カ
、
カ

ワ
ウ
ソ
、
イ
モ
リ
、
キ
ノ
コ
を
は
じ
め
と
す
る
植
物
な 

ど
、
こ
こ
に
し
か
な
い
種
が
生
息
す
る
。
自
然
の
生
態

系
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
ほ

ど
多
種
多
様
な
野
生
種
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
。

冷
戦
時
代
の
面
影
も

ド
イ
ツ
と
の
国
境
近
く
に
あ
る
小
さ
な
村
ブ
チ
ナ
に

は
、
冷
戦
時
代
の
国
境
の
一
部
を
再
現
し
た
場
所
が
あ

る
。
第
2
次
世
界
大
戦
後
、
そ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
多

く
の
ド
イ
ツ
人
は
迫
害
を
逃
れ
る
た
め
母
国
側
に
移
っ

て
い
き
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
建
物
も
破
壊
さ
れ
、
最
終

的
に
は
村
の
存
在
自
体
が
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
現
在
は
「
ア
ル
プ
ス
カ
ー
・
ヴ
ィ
フ
リ
ー
ド
ゥ
カ

（
ア
ル
プ
ス
の
展
望
台
）」
と
い
う
名
の
ホ
テ
ル
と
、
新

し
く
建
て
ら
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
が
あ
る
の
み
だ
。

一
面
を
森
に
囲
ま
れ
た
山
の
頂
に
佇
む
不
思
議
な
形
の

塔
、
ポ
レ
ド
ニ
ー
ク
も
、
当
時
の
重
々
し
い
雰
囲
気
を
現 

代
に
伝
え
て
い
る
。
軍
の
施
設
と
し
て
西
側
の
ラ
ジ
オ

な
ど
の
通
信
を
キ
ャ
ッ
チ
し
動
向
を
把
握
す
る
任
務
を

担
っ
て
い
た
こ
の
建
物
。
そ
の
存
在
は
軍
事
機
密
と
さ

れ
て
い
た
た
め
、
当
時
の
地
図
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
か
。
1
9
9
7
年
か
ら
国
立
公
園
の
管
轄
と 

な
り
、
近
年
ま
で
は
展
望
台
と
し
て
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト

だ
っ
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
の
た
め
今
年
か
ら
改
装
が
始

ま
り
、
再
オ
ー
プ
ン
は
2
0
2
1
年
を
予
定
し
て
い
る
。

大
自
然
を
遊
ぶ

ど
の
季
節
に
訪
れ
て
も
楽
し
め
る
の
が
魅
力
の
シ
ュ

マ
ヴ
ァ
国
立
公
園
。
春
夏
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
爽
快

感
が
味
わ
え
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
長
期
休
暇
に
入
る 

と
、
都
市
部
か
ら
や
っ
て
く
る
自
転
車
を
何
台
も
積
ん

だ
車
で
混
み
合
う
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
も
よ
く
整

備
さ
れ
て
お
り
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
効
率
よ
く
回
れ
る

コ
ー
ス
も
充
実
し
て
い
る
。

夏
本
番
に
な
る
と
カ
ヌ
ー
で
の
川
下
り
が
定
番
だ
。

カ
ヌ
ー
は
、
チ
ェ
コ
人
に
と
っ
て
は
学
校
の
行
事
や
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん

で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
。
必
要
な
道
具
類
は
レ
ン
タ

ル
で
き
る
。

秋
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
キ
ノ
コ

狩
り
だ
ろ
う
。
シ
ュ
マ
ヴ
ァ
の
森
は
、
キ
ノ
コ
好
き
に

は
ま
さ
に
天
国
と
言
っ
て
よ
い
。
一
般
的
な
も
の
と
比

べ
る
と
数
倍
も
の
大
き
さ
の
キ
ノ
コ
が
、
面
白
い
よ
う

に
た
く
さ
ん
採
れ
る
。

冬
は
も
ち
ろ
ん
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
チ
ェ
コ

側
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
の
ス
キ
ー
場
が
あ
る
ほ

か
、
国
境
を
越
え
て
す
ぐ
の
ド
イ
ツ
側
に
も
行
く
こ
と

が
で
き
る
。

宿
泊
施
設
も
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
完
備
の
ホ
テ
ル
、
山

小
屋
風
の
民
宿
、
地
ビ
ー
ル
工
場
が
併
設
さ
れ
て
い
る

ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
の
で
、
好
み
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
よ
っ
て
場
所
を
選
ぶ
と
よ
い
だ
ろ
う
。

シ
ュ
マ
ヴ
ァ
で
味
わ
う
自
然
の
恵
み

ど
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
一
般
的
な
チ
ェ
コ
料
理

の
定
番
が
頂
け
る
が
、
ぜ
ひ
お
勧
め
し
た
い
の
が
魚
料

理
。
海
の
な
い
国
に
住
む
チ
ェ
コ
人
の
中
に
は
、
シ
ュ

マ
ヴ
ァ
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
料
理
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
も
多
い
。
ニ
ジ
マ
ス
や
カ
ワ
マ
ス
な
ど
の
マ
ス
科

の
魚
や
、
最
も
美
味
と
い
わ
れ
る
ツ
ァ
ン
ダ
ー
ト
と
い

う
ス
ズ
キ
に
似
た
魚
な
ど
を
、
シ
ン
プ
ル
に
グ
リ
ル
や

フ
ラ
イ
に
し
て
食
べ
る
の
が
人
気
だ
。

キ
ノ
コ
を
使
っ
た
料
理
も
良
い
。
森
に
は
一
年
を

通
し
て
何
か
し
ら
の
キ
ノ
コ
が
生
息
し
て
い
る
が
、
旬

は
夏
の
終
わ
り
頃
か
ら
秋
。
採
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な

キ
ノ
コ
を
使
っ
た
料
理
は
格
別
の
お
い
し
さ
だ
。
肉
料

理
の
ソ
ー
ス
や
、
丸
ご
と
フ
ラ
イ
に
し
た
も
の
は
、
家

庭
で
も
よ
く
作
ら
れ
る
秋
の
定
番
料
理
。
ま
た
、
キ
ノ

1 キャプションキャプションキャプションキャプション　2 キャプションキャプション　3 キャプションキャ
プションキャプションキャプションキャプションキャプション　写真：1 © photo credit、2・3 © photo cre
dit photo credit
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コ
を
使
っ
た
ス
ー
プ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
主
役
の
ス
ー
プ
「
ブ
ラ
ン
ボ
ラ
チ
カ
」

は
ニ
ン
ニ
ク
と
ス
パ
イ
ス
が
効
い
て
い
る
し
、
デ
ィ
ル

や
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
、
卵
が
入
っ
た
キ
ノ
コ
ベ
ー
ス
の

ス
ー
プ
「
ク
ラ
イ
ダ
」
は
独
特
な
甘
さ
と
酸
味
が
特
徴
。

森
の
恵
み
の
深
い
味
わ
い
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。

世
界
に
1
つ
だ
け
、
ガ
ラ
ス
の
祭
壇

北
西
部
の
小
さ
な
街
、
ド
ブ
ラ
ー
ヴ
ォ
ダ
に
あ
る

聖
ヴ
ィ
ン
テ
ィ
ー
ジ
ュ
教
会
に
は
ガ
ラ
ス
の
祭
壇
が
あ 

る
。
こ
の
街
に
住
む
ガ
ラ
ス
作
家
の
手
で
作
ら
れ
た
、

高
さ
3
メ
ー
ト
ル
、
重
量
5
ト
ン
の
大
作
だ
。
他
に
も
、 

等
身
大
の
聖
人
像
や
十
字
架
の
道
行
き
の
レ
リ
ー
フ

等
、
す
べ
て
が
ガ
ラ
ス
で
出
来
て
い
る
。
世
界
的
に
見

て
も
こ
こ
に
し
か
な
い
大
変
珍
し
い
も
の
だ
。
半
透
明

の
淡
い
茶
緑
色
は
、
シ
ュ
マ
ヴ
ァ
の
川
を
流
れ
る
雪
解

け
水
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い
う
。
窓
か
ら
差

し
込
む
光
に
よ
っ
て
色
を
変
化
さ
せ
、
教
会
の
空
間
を

よ
り
神
秘
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
の
地
方
に
古
く

か
ら
続
く
ガ
ラ
ス
工
芸
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
作
品
だ
。

ま
た
教
会
の
隣
に
は
、
病
を
治
す
水
が
湧
く
と
い
う

言
い
伝
え
の
あ
る
泉
が
あ
る
。
旅
の
途
中
、
こ
こ
で
静

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ば
、
体
も
心
も
癒
さ
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
を
学
ぶ
旅

　公
園
内
で
は
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
参
加
で
き
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
か
れ

て
お
り
、
観
光
案
内
所
の
屋
根
に
設
置
さ
れ

た
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
エ
コ
ト
イ
レ

や
電
動
自
動
車
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
設

備
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
訪
れ
る
人
が
実
際

に
使
用
し
な
が
ら
、
自
然
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
良
い
機

会
と
な
る
だ
ろ
う
。 

（
金
子 

季
乃
）

● シュマヴァ国立公園公式ページ 
www.npsumava.cz

1 シュマヴァの羊の放牧　2 ヴ
ルタヴァ川の源泉がシュマヴァ
国立公園内にある　3 ホテル 

「アルプスの展望台」のインテリ
ア　4 ビジターセンター・クヴィ
ルダのオオヤマネコ　5 再現さ
れた旧国境　6 独特な外観の塔、
ポレドニーク　7 辺り一面真っ
白 な ス キ ー 場　8 聖 ヴ ィ ン
ティージュ教会のガラスの祭壇 
9 シュマヴァ国立公園で最も美
しいといわれるヴィドラ川  写
真：1・7・9 © CzechTourism、 
3・5 © Hotel Alpská vyhlídka、 
2・4・6 © NPšumava、8 © 
Naše Voda
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建
築
フ
ァ
ン
に
は
見
逃
せ
な
い
パ

リ
16
区
。
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初

頭
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に

広
が
っ
た
「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
」
と

「
ア
ー
ル
デ
コ
」
建
築
の
メ
ッ
カ
で

あ
る
。
鉄
材
を
使
い
植
物
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
曲
線
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
建
築
は
、
メ
ト
ロ

9
番
線
の
ジ
ャ
ス
マ
ン
駅
界
隈
に
集

中
し
て
い
る
。
16
区
の
美
観
に
大
き

な
貢
献
を
し
た
の
が
建
築
家
の
エ
ク

ト
ー
ル
・
ギ
マ
ー
ル
だ
。
波
打
つ
よ

う
な
造
形
、
曲
線
の
窓
や
門
扉
な
ど
、

い
か
に
も
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
ら
し
い

デ
ザ
イ
ン
の
「
カ
ス
テ
ル
・
ベ
ラ
ン

ジ
ェ
」、「
メ
ザ
ラ
邸
」
な
ど
多
く
の

作
品
が
見
ら
れ
る
。

ア
ー
ル
デ
コ
は
20
世
紀
前
半
、
ア 

ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
直
後
に
生
ま
れ
た

様
式
。
直
線
的
で
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ 

イ
ン
が
特
徴
だ
。
近
代
建
築
の
父
ル
・ 

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
設
計
し
た
「
ラ
・

ロ
ッ
シ
ュ
邸
」
は
見
学
も
で
き
る
。
黒 

い
鉄
扉
の
ド
ア
ホ
ン
を
押
し
て
吹
き

抜
け
の
ホ
ー
ル
に
入
る
と
、
中
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
居
住
空
間
が
対
峙
し
た
造 

り
で
、
彼
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
椅
子
、
絵 

や
彫
刻
作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

近
く
に
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
建
築
家
ロ

ベ
ー
ル
・
マ
レ
・
ス
テ
ヴ
ァ
ン
ス
の

代
表
作
が
並
ぶ
通
り
が
あ
る
。
立
体

や
円
柱
を
重
ね
た
幾
何
学
模
様
を
組

み
合
わ
せ
た
6
棟
の
集
合
住
宅
で
、

1
9
2
7
年
の
ア
ー
ル
デ
コ
建
築
群

だ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
屋
敷
街
に
、
モ 

ダ
ン
で
若
々
し
い
1
9
2
0
年
代
の 

建
築
が
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

天
気
の
い
い
日
に
建
築
散
策
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
。 

（
魚
住 
桜
子
）

［ フランス ● パリ ］

アールヌーボー＆アールデコ建築の宝庫

パリ16 区の美しい街並み

INFORMATION
ル・コルビュジエのラ・ロッシュ邸 
Maison La Roche
10 Square du Dr Blanche, 75016 Paris 
+33 01 42 88 41 53 
www.fondationlecorbusier.fr 
時間：水〜土 11:00 – 17:30
休：日〜火・祝 
料金：10€、学生 5€

France1 ギマール初期の代表作「カステル・ベランジェ」　2 マレ・ステヴァンス
によるアールデコの建築群　3 ル・コルビュジェによる近代建築の代表作

「ラ・ロッシュ邸」　4 木々に囲まれた袋小路の奥に建つ「ラ・ロッシュ邸」　
写真：1 © Fondation Le Corbusier、3・4 © Fondation Le Corbusier

1

3

4 2



H e a r t l i n e r  C l u b  •  8

europe  now ヨーロッパの街から

スペイン日本通運（株）

Nippon Express de España, S.A.

スモールパッケージサービス（航空便・船便）

スペイン海外引越

スペイン日通公式 WEB サイトも是非ご利用ください。

www.nipponexpress.com/moving/es

お問い合わせは日本語でお気軽にどうぞ。

E-mail: nee.removal@neeur.com

ス
ペ
イ
ン
南
東
部
に
位
置
す
る
バ

レ
ン
シ
ア
州
で
は
、
10
月
9
日
は
守

護
聖
人
サ
ン
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
の
祝

日
。
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
が
恋
人
た
ち
の

聖
人
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
は
「
恋
人
の
日
」
と

さ
れ
、
男
性
が
絹
の
ス
カ
ー
フ
に
包

ん
だ
「
マ
サ
パ
ン
（
マ
ジ
パ
ン
）」
を

愛
す
る
女
性
に
贈
る
伝
統
が
あ
る
。

マ
サ
パ
ン
は
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
粉

末
と
砂
糖
、
卵
黄
で
作
ら
れ
る
伝
統

菓
子
。
こ
の
国
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

お
菓
子
だ
が
、
バ
レ
ン
シ
ア
州
の
恋

人
の
日
に
贈
ら
れ
る
マ
サ
パ
ン
は
、

果
物
や
野
菜
の
形
を
し
て
い
る
の
が

特
徴
で
、「
モ
カ
ド
ラ
」
と
特
別
な

名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

マ
サ
パ
ン
の
形
の
由
来
は
、
何

百
年
も
続
い
た
イ
ス
ラ
ム
支
配
を
打

ち
破
っ
て
ア
ラ
ゴ
ン
王
ハ
イ
メ
I
世

が
現
在
の
バ
レ
ン
シ
ア
市
内
に
勝
者

と
し
て
入
城
し
た
1
2
3
8
年
10

月
9
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
記

念
す
べ
き
日
に
、
農
民
た
ち
が
地
元

で
収
穫
し
た
果
物
や
野
菜
を
ス
カ
ー

フ
に
包
ん
で
献
上
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
日
の
恋
人
の

日
に
贈
ら
れ
る
マ
サ
パ
ン
も
、
果
物

や
野
菜
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
の
だ
と

か
。
加
え
て
、
絹
織
物
産
業
が
盛
ん

だ
っ
た
中
世
の
名
残
で
、
贈
り
物
を

ス
カ
ー
フ
に
包
む
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
。
ち
な
み
に
「
モ
カ
ド
ラ
」
は
バ

レ
ン
シ
ア
語
で
「
絹
で
包
ん
だ
物
」

を
意
味
す
る
。

恋
人
に
ス
カ
ー
フ
で
包
ん
だ
マ
サ

パ
ン
を
贈
る
と
は
、
バ
レ
ン
シ
ア
版

バ
レ
ン
タ
イ
ン
も
な
か
な
か
し
ゃ
れ

て
い
る
。

（
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
大
田 
朋
子
）

［ スペイン ● バレンシア ］

愛する人にスカーフで包んだマサパンを贈る

ディア・デ・ラ・モカドラ

INFORMATION
ディア・デ・ラ・モカドラ（恋人の日） 
Dia de la Mocadora
（観光局）Plaça de l'Ajuntament, 1, 46002 València, Valencia 
+34 963 52 49 08 
www.visitvalencia.com 
期間：毎年 10 月 9 日（バレンシア州の祝日）

Spain1 10 月に入るとパン屋や菓子店に並ぶモカドラ　2 イス
ラム教徒とキリスト教徒のパレード　3 スカーフに包んだ
マサパンを披露する男性　写真：© ボッティング大田朋子
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史
実
に
よ
れ
ば
15
世
紀
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
、
南
部
の
閑

静
な
街
に
あ
る
プ
シ
チ
ナ
城
。
こ
の

城
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
の

は
19
世
紀
。
第
1
次
世
界
大
戦
時
に

は
ド
イ
ツ
帝
国
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

II
世
が
こ
の
城
に
住
み
、
軍
の
本
部

も
置
か
れ
、
そ
の
後
の
欧
州
の
歴
史

を
変
え
る
決
定
が
下
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
第
2
次
世
界
大
戦
後
に
は
、

こ
の
地
域
の
多
く
の
城
や
宮
殿
が
ロ

シ
ア
軍
の
破
壊
行
為
に
よ
り
廃
墟
と

化
し
た
が
、
幸
運
に
も
城
は
病
院
と

い
う
形
で
存
続
し
続
け
奇
跡
的
に
難

を
免
れ
た
た
め
、
現
在
で
も
19
、
20

世
紀
初
頭
の
内
装
品
の
80
％
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
だ
。
さ
ら
に
、
現
在
で
も
美

術
品
や
内
装
の
復
元
は
史
実
に
忠
実

で
あ
る
よ
う
努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
欧
州
文
化
・
自
然
遺
産
保
護

協
会
か
ら
も
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

城
内
は
部
屋
も
廊
下
も
調
度
品
や

絵
画
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
宮
殿
の
よ

う
な
華
や
か
さ
だ
。
中
で
も
必
ず
見

て
ほ
し
い
の
は
、
贅
を
尽
く
し
た
豪

華
絢
爛
な
鏡
の
間
だ
。
戦
火
を
免
れ

た
鏡
張
り
の
こ
の
部
屋
で
は
、
今
も

定
期
的
に
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
が
催

さ
れ
、
チ
ケ
ッ
ト
は
す
ぐ
に
売
り
切

れ
る
ほ
ど
の
人
気
。
そ
の
他
に
も
、

中
世
か
ら
の
武
具
が
展
示
さ
れ
た
地

下
室
も
お
勧
め
。
城
の
後
方
に
は
20

世
紀
初
頭
の
様
式
を
再
現
し
た
厩

舎
も
あ
り
、
豊
富
な
展
示
が
楽
し
め

る
。
城
の
周
り
に
は
大
き
な
庭
園
が

あ
り
、
小
さ
な
店
が
所
狭
し
と
に
ぎ

わ
う
街
の
中
心
地
に
も
数
分
と
い
う

立
地
だ
。
丸
一
日
か
け
て
、
城
と
周

辺
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

 

（
ソ
ル
ネ
ク
流 

由
樹
）

［ ポーランド ● プシチナ ］

近代美術品の玉手箱

プシチナ城で本物を愛でる

INFORMATION
プシチナ城博物館 

Muzeum zamkowe w Pszczynie
ul. Brama Wybrańców 1, 43-200 Pszczyna 

+48 (32) 210 3037 
www.zamek-pszczyna.pl 

時間：火〜日 10:00 – 16:00
休：月、12 月・1 月、 ポーランドの祝祭日 
料金：大人 20zł、小人（7 〜 16 歳）11zł

Poland 1 ピアノコンサートが開かれる鏡の間　2 代々の城主は狩猟が趣味だったようだ　
3 城の入り口は結婚式の写真撮影で人気のスポット　写真：© Piotr Kłosek Photo
graphy – Muzeum Zamkowego w Pszczynie
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輸
送
手
段
が
発
達
し
て
い
な
か
っ

た
頃
は
、
ド
イ
ツ
国
内
で
あ
っ
て

も
原
産
地
近
郊
で
し
か
飲
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
期
間
限
定
の
お

酒
「
フ
ェ
ー
ダ
ー
ヴ
ァ
イ
サ
ー
」。

ジ
ュ
ー
ス
と
ワ
イ
ン
の
中
間
で
あ

る
、
発
酵
途
中
の
ブ
ド
ウ
発
泡
酒
と

呼
ば
れ
る
状
態
に
差
し
掛
か
る
と
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
4
〜
5
％
ほ
ど

に
な
る
。
フ
ェ
ー
ダ
ー
ヴ
ァ
イ
サ
ー

は
白
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

赤
や
ロ
ゼ
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
発

酵
度
の
低
い
若
い
も
の
ほ
ど
甘
く
、

ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
だ
。
常
温
で
発

酵
を
進
め
れ
ば
、
し
っ
か
り
熟
成
し

た
ア
ル
コ
ー
ル
感
も
楽
し
め
る
。

発
酵
過
程
で
味
わ
い
が
変
わ
る
の 

は
、
発
酵
が
進
む
と
糖
分
が
ア
ル
コ 

ー
ル
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
る
。
ど
の 

熟
成
度
で
あ
っ
て
も
よ
く
冷
や
し
て 

飲
む
の
が
お
勧
め
の
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン 

グ
の
喉
越
し
が
良
い
晩
夏
の
銘
品
だ
。

フ
ェ
ー
ダ
ー
ヴ
ァ
イ
サ
ー
の
お
供

に
は
、
タ
マ
ネ
ギ
の
甘
さ
と
塩
味
の

効
い
た
、
キ
ッ
シ
ュ
に
似
た
タ
マ
ネ

ギ
ケ
ー
キ
「
ツ
ヴ
ィ
ー
ベ
ル
ク
ー
ヘ

ン
」
が
定
番
。
あ
る
い
は
、
南
部
ア

ル
ザ
ス
地
方
の
名
物
で
一
見
ピ
ザ
の

よ
う
に
見
え
る
「
フ
ラ
ム
ク
ー
ヘ
ン
」

も
よ
く
知
ら
れ
る
。
薄
い
長
方
形
の

パ
ン
生
地
に
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
を
塗

り
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
タ
マ
ネ
ギ
と 

ベ
ー
コ
ン
を
載
せ
て
焼
い
た
も
の
だ
。

フ
ェ
ー
ダ
ー
ヴ
ァ
イ
サ
ー
が
飲
め

る
の
は
、
そ
の
年
の
気
候
と
ブ
ド
ウ

の
収
穫
時
期
に
も
よ
る
が
、
通
常
8

月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
頃
。
こ
の
発

泡
酒
を
味
わ
え
る
の
は
、
こ
の
時
期

に
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
て
い
る
人
だ
け

の
特
権
で
あ
る
。 

（
内
海 

志
保
）

［ ドイツ ● 全土 ］

期間限定のブドウ発泡酒でほろ酔いに

秋限定フェーダーヴァイサー
INFORMATION

フェーダーヴァイサー 
Federweißer

期間：8 月下旬〜 10 月下旬 
※その年の気候、地域による

Germany
1 ワイン工房での生産風景　2 フェーダーヴァイサー
とフラムクーヘン　3 ブドウ畑　写真： © Deutsches 
Wein institut（DWI）
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オランダ日本通運アムステルダム引越センター 　　  AMSTERDAM REMOVAL CENTER 24 CESSNALAAN, SCHIPOL-RIJK 1119NL 
TEL: +31(0)20-500-5200　FAX: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-MAIL: removals@neeur.com

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック

The Netherlands

［ オランダ ● ハールザウレンス ］

贅を尽くした20世紀の貴族の館

デ・ハール城

INFORMATION
デ・ハール城 
Kasteel de Haar
Kasteellaan 1, 3455RR, Haarzuilens 
+31 30 677 8515 
www.kasteeldehaar.nl 
時間：城館 11:00 – 17:00、庭園 9:00 – 17:00 
休：12 月 31 日、1 月 1 日 
料金（庭園）：大人 17€（6€）、4 〜12 歳11€（4€）、4 歳未満無料

23

デ
・
ハ
ー
ル
城
は
、
世
界
最
強
の

財
閥
と
い
わ
れ
る
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

家
の
財
力
を
も
っ
て
中
世
の
城
跡
に

建
て
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
最
大
の
城
館

で
あ
る
。
19
世
紀
末
、
廃
墟
と
化
し

て
い
た
城
を
相
続
し
た
フ
ァ
ン
・
ザ

ウ
レ
ン
男
爵
が
、
妻
エ
レ
ー
ヌ
・
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
と
共
に
20
年
の
歳
月

を
掛
け
て
大
豪
邸
へ
と
変
身
さ
せ

た
。
20
世
紀
中
頃
ま
で
は
オ
ラ
ン
ダ

女
王
や
イ
ヴ
・
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
、
ブ

リ
ジ
ッ
ト
・
バ
ル
ド
ー
ら
が
滞
在
し
、

国
内
外
の
有
名
人
の
社
交
場
と
し
て

栄
華
を
極
め
た
。
現
在
は
一
族
の
末

裔
が
時
折
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
滞
在
す

る
も
の
の
、
城
館
の
一
部
と
庭
園
は

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

騎
士
が
登
場
す
る
お
と
ぎ
話
を
彷

彿
と
さ
せ
る
デ
・
ハ
ー
ル
城
は
、
東

京
駅
の
モ
デ
ル
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

中
央
駅
を
手
掛
け
た
建
築
家
と
し
て

名
高
い
ピ
エ
ー
ル
・
カ
イ
パ
ー
ス
の

下
で
建
設
さ
れ
た
。
建
物
だ
け
で
な

く
家
具
や
食
器
に
至
る
ま
で
ネ
オ
・

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、

じ
っ
く
り
見
て
い
る
と
細
部
か
ら
物

語
が
あ
ふ
れ
出
て
く
る
よ
う
だ
。

世
界
中
か
ら
集
め
た
美
術
品
の
中

で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
は
、
徳
川
将
軍

家
の
女
乗
物
。
オ
ラ
ン
ダ
随
一
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
誇
る
中
世
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
背
景
に
、
葵
の
御
紋
が
付
い

た
蒔
絵
の
駕か

ご籠
を
眺
め
る
の
は
、
不

議
体
験
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

広
大
な
庭
園
も
散
歩
し
甲
斐
が
あ

る
。
そ
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
池
越
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
眺
め
る
デ
・
ハ
ー
ル
城
の
雄
姿
は
、

き
っ
と
目
の
保
養
に
な
る
こ
と
だ
ろ

う
。 

（
東
風 
伊
吹
）

1 区画によってさまざまな表情を見せる広大な庭園　2 舞踏会ホールに飾られた徳川家の女乗物は必見　3 男爵夫人自身の趣味でデザインされ
た寝室　写真：© Kasteel de Haar Utrecht
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南
東
ロ
ン
ド
ン
の
豪ご
う
し
ゃ奢
な
ア
ー
ル

デ
コ
建
築
の
屋
敷
「
エ
ル
サ
ム
・
パ

レ
ス
」。
ア
ー
ル
デ
コ
は
1
9
2
0

年
頃
か
ら
世
界
に
広
ま
っ
た
デ
ザ
イ

ン
様
式
で
、
簡
潔
な
直
線
断
ち
と
金

銀
黒
な
ど
の
く
っ
き
り
し
た
色
使
い

を
特
徴
と
し
て
い
る
。

中
へ
入
る
と
、
ま
ず
ド
ー
ム
天
井

の
大
広
間
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
天
窓

か
ら
差
し
込
む
柔
ら
か
な
光
が
、
幾

何
学
模
様
の
絨
毯
と
白
い
ソ
フ
ァ
に

降
り
注
い
で
い
る
。
こ
の
他
に
も
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ル
ー
ム
の
黒
と
銀
の

扉
や
黄
金
の
モ
ザ
イ
ク
の
浴
室
な
ど

が
見
ど
こ
ろ
だ
。

1
9
3
0
年
代
、
当
時
最
先
端
だ	

っ
た
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
屋
敷
を
造
り

上
げ
た
の
は
、
大
富
豪
の
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ン
と
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
コ
ー
ト
ー

ル
ド
夫
妻
だ
っ
た
。
船
旅
が
趣
味

だ
っ
た
2
人
は
豪
華
客
船
で
世
界
を

巡
り
、
イ
ギ
リ
ス
へ
戻
る
と
、
こ
こ

に
上
流
階
級
の
名
士
を
招
い
て
カ
ク

テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
三
昧
の
日
々
を

送
っ
た
。『
華
麗
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』

の
イ
ギ
リ
ス
版
と
も
い
え
る
グ
ラ
マ

ラ
ス
な
暮
ら
し
ぶ
り
だ
っ
た
。
や
が

て
第
2
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る

と
、
夫
妻
は
こ
こ
を
去
り
、
そ
ん
な

日
々
も
終
わ
る
。
荒
れ
て
し
ま
っ
た

屋
敷
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ヘ
リ

テ
ッ
ジ
（
歴
史
的
建
造
物
保
護
団
体
）

に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
、
90
年
代
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

建
具
か
ら
水
道
の
蛇
口
ま
で
、
細

部
に
わ
た
っ
て
み
ご
と
に
ア
ー
ル
デ

コ
で
統
一
さ
れ
た
邸
内
。
歴
史
に
触

れ
な
が
ら
、
華
や
か
な
り
し
30
年
代

に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。	

（
清
水	

晶
子
）

INFORMATION
エルサム・パレス・アンド・ガーデンズ 

Eltham Palace and Gardens
Court Yard, Eltham, Greenwich, London SE9 5QE 

+44 370 333 1181 
www.english-heritage.org.uk/visit/ 
places/eltham-palace-and-gardens 

時間：毎日 10:00 – 17:00（ガーデンのみオープン。完全予約制） 
※ウェブサイトで最新情報を要確認 

料金：大人 £12.50、学生 £11.30、小人 £7.50、5 歳以下無料

1 ドーム天井の大広間　2 エルサム・パレスの外観　3 屋敷の周囲には、熱心な造園家でもあった夫妻の手がけた美しい庭園が広がっている
写真：© 清水晶子

United Kingdom

［ イギリス ● ロンドン ］

アールデコ建築屋敷で華やかな1930年代を夢見る

エルサム・パレス
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Nippon Express Belgium N.V.

www.nipponexpress.com/moving/be
TEL +32 (0)2 751 7814
FAX +32 (0)2 751 9246  E-MAIL: neb.removal@neeur.com 
Bedrijvenzone Machelen Cargo 738/1
1830 Machelen, Belgium

引越は私たちにお任せください。

ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ
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微発泡ワインのランブルスコは、イタリア北部エミリ

ア・ロマーニャ州のレッジオ・エミーリアとモデナ、そ

して隣接するロンバルディア州のマントヴァが主な産地。

ランブルスコというブドウ品種が、その名の由来です。

大量に実のなるこの黒ブドウは、細かく分類すると

100種類にもなり、中でも高品質な4品種は、ランブル

スコ・ディ・ソルバーラ（スミレの香り、豊かな酸、繊細

で透明感がある）、ランブルスコ・マエストリ、ランブル

スコ・グラスパロッサ（色調が濃く、果実味と重厚感があ

る。マエストリの方がより濃い）、ランブルスコ・サラミー

ノ（果実味も酸も程よいバランス感）。主流の赤（ロッソ、

Rosso）以外に、白（ビアンコ、Bianco）やロゼ（ロザー

ト、Rosato）も造られていますが、全てにこれらの黒ブ

ドウを使い、ブドウの醸し具合でワインに付く皮の色を

調節します。

ランブルスコは甘口というイメージが定着しています

が、それは1970〜 80年代に、一番の輸出先であった

アメリカの甘口志向に合わせて開発されたため。伝統的な

スタイルは辛口ですが、渋すぎず果実味もあり親しみや

すく、さまざまな料理に合わせやすい上、コストパフォー

マンスも良く、懐の深いワインです。

今回ご紹介するのは、1926年創業の家族経営のワイ

ナリー。現在3代目のアルベルト氏が管理する15ヘクタ	

ールの畑は、モデナはソルバーラの心臓部、イル・クリス

トと呼ばれるエリアにあり、特有のローム層土壌がブドウ

樹の樹勢を促し、ランブルスコ種本来の酸味を高めます。

このワインはロッソですが、フリーランジュース（ア

ルコール発酵＆醸し後、過度な圧をかけず自重で引き抜か

れた果汁）を使うため色は淡いピンク。華やかなスミレ

の香りに、イチゴの甘酸っぱい風味とバルサミコ酢の味

わい。ビーズのような泡が元気よく立ち上っていきます。

バゲットをかじったようなテクスチャーも。シャルマ方

式（タンク内2次発酵）の、爽やかな辛口です。

ワインの名前は、アルベルト氏が奥様に贈った、月食

を表現した絵画からとったそう。「月食を見た瞬間に、自

分の常識なんて意味をなさなくなった。全てが驚きだっ

たよ。このワインにはそのときの思いと、毎年起きるあ

らゆる奇跡が詰まっている。」

分かち合うことのできる喜び、そして何よりシンプル

に、飲む喜びを与えてくれるワインです（2019年もの

は11€）。	 （鈴木	かづみ）

Paltrinieri, Leclisse Lambrusco di Sorbara 
DOC “Cru”, secco frizzante
パルトリニエーリ・レクリッセ・ランブルスコ・ディ・ソルバーラ DOC“クリュ”セッコ・フリッツァンテ

【生産地】
イタリア・エミリア・ロマーニャ
州・モデナ県・ソルバーラ地区

【ブドウの品種】
ランブルスコ・ディ・ソルバー
ラ100％

【ワインひとくちメモ】
ランブルスコは残糖度により分類
され、糖分量の少ない順に、セッ
コ（辛口：〜15g/ℓ）、セミセッ
コ（やや辛口：〜30g/ℓ）、アマー
ビレ（やや甘口：〜50g/ℓ）、ドル
チェ（甘口：50g〜/ℓ）となりま	
す。ちなみにシャンパーニュの定
番辛口ブリュットは、6〜12g/ℓ。
今回のワイン、レクリッセは、通
常3〜5g/ℓで造られています。

Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

イタリア日本通運
TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
HP: www.nipponexpress.com/moving/it
E-mail: removals.italy@neeur.com

イタリア日通引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

日通の引
越しは

日本だけ
では

ありませ
ん！
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ビタミン D は、なぜ大切？
多くの機能に関わるビタミンD。特に大切なのは、免疫システム

の約 70%が集中する、腸の健康を助けることにあるのではないで

しょうか。ビタミンD不足は、風邪やその他の感染症、自己免疫疾

患や癌などのリスクを上げることでも知られています。また、骨の

健康やエストロゲン代謝などにも必要です。エストロゲンの代謝経

路は、神経伝達物質のドーパミンやセロトニン代謝へとつながるた

め、不足するとエストロゲン代謝を滞らせるだけでなく、鬱や気分

障害などを悪化させる原因にもなりかねません。冬に気分が沈みが

ちとなるのは、光が足りないことに加え、日光によるビタミンD合

成が十分にできないことも関係しているようです。定期的に血液検

査を受けて、基準値ではなく、最適値（100〜 150nmol/L、また

は 40〜 60ng/L）を維持するのが理想的です。

春夏は日光浴、秋冬はサプリメント
特に北ヨーロッパなど暗い冬を迎える場所では、サプリメントの

必要性が高くなります。場所によってサプリメントの推奨期間は異

なりますが、秋から春先を目安にするとよいでしょう。個人に必要

な服用量は、検査結果により大きな調整を必要とすることもあるた

め、医師や専門家の指導を受けるのが安全です。

春から夏にかけては、正午前後に 10〜 15 分程度日光浴で一日

の摂取量が補えるそうですが、肌の色が濃い人はこれより長めの

時間を要します。当然ながら、サンスクリーン配合化粧品の使用

は日光を遮るため、ビタミン D合成もブロックします。ビタミン

Dと肌の保護を同時にという場合には、日焼け止めは控えて（特

に腕や足）お昼前に日光浴し、抗酸化物質を多く含む色鮮やかな

旬の野菜や果物を積極的に取り入れてはいかがでしょう。抗酸化

物質は、肌を内側から保護します。

サプリメント使用に際して
サプリメントによるビタミンDは、サブリンガル（舌下吸収）で	

ない限り、消化システムに入って腸内で吸収されます。ビタミンD

は脂溶性なため、体内で油分の分解に問題があれば、他の脂溶性栄

養素とともに吸収が滞ります。もし、ビタミンD値が低く、日頃か

ら消化に問題があり、便がいつも便器の水面に浮くなら、胆汁や胃

酸が十分に出ているかなどのチェックを受けましょう。消化機能が

改善されるまで、サブリンガルのD3で対応できますが、腸にビタ

ミンDを送ることで得られる効果は期待できません。

ちなみにビタミンDは、骨の健康サポートと血中のカルシウム

による動脈硬化を予防する目的で、ビタミン K2/MK7 との併用が

お勧めです。

太陽のビタミン
通常、日光浴によって皮膚から吸収合成される、ビタミン D。

わたしたちの生活は、1 日の大半を屋内で過ごすライフスタイルへと移行しているため、
ビタミン D の大切さが、今まで以上に問われるようになっています。

＜ Text	by	徳永	ゆり子＞

イギリスで学ぶ
様々な文化交流活動を通して歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践

充実した異文化交流プログラム

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者は各学期ケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

地元 Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学研修、
UCLロンドン大学研修、Cambridge大学Science Workshop、
年3回のHome stay、現地校短期留学など。

生徒一人一台のラップトップ・校内 ICT化
email: eikoku@rikkyo.uk

〈新型コロナウィルス関連〉
9月に世界各地から生徒帰寮、学校再開予定。リスクアセスメントを徹底精査し、生徒の安全を最優先にした学校運営をします。
〈入試情報〉 ※詳細はHPの入試要項参照。
中学部・高等部入学試験【A日程：12月13日実施 出願期間 11月9日～27日、B日程：1月24日実施 出願期間 1月6日～15日】

オンライン学校説明会実施中（詳細はホームページをご覧ください。）
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ヨーロッパでの暮らしの中で不思議に思いつつ、
人に聞けなかった“素朴な疑問”に答えていくシリーズ( )

14

新型コロナウイルスの影響でロックダウンの間、テレビやストリー

ミング配信で映画を楽しんでいた人は多いのではないでしょうか。そ

こで、今回は映画の誕生に焦点を当ててみます。

発明王といえば、米国のトーマス・エジソン。1891年に映画を上

映する装置「キネトスコープ」を発明したのも彼でした。映画といっ

ても、1人ずつ箱の中をのぞいて、動いている絵が投影されるのを見

るというもの。一方、現在の映画のようなスタイルは、フランスの	

リュミエール兄弟によって開発されました。1894 年、パリでキネ

トスコープを見た父親の勧めで研究を開始したオーギュストとルイの	

兄弟は、エジソンのキネトスコープを改良し、世界初の撮影と映写の

機能を持つ複合映写機「シネマトグラフ」を発明。映像をスクリーン

に投影して、一度に多くの人が見ることができるようになりました。

リュミエール兄弟は、この映写機を使って世界初の実写映画『工場

の出口』を制作。これは、リュミエール家が経営する工場から出てく

る労働者たちの様子を撮影した 46秒の無声白黒ドキュメンタリー映

画で、パリのサロンに人を集め、お金を徴収して上映したそうです。

リュミエール兄弟の発明を受け、エジソンは米国初の映画スタジオ

を設立、キネトスコープ用の白黒映画を1,200本ほど制作しました。

このような理由で、今日ではリュミエール兄弟とエジソンの両方が

「映画の父」と呼ばれています。

初期の映画は、音声も効果音もないサイレント映画でした。日本で

は活動写真とも呼ばれ、映画の場面に合わせて解説をする活動弁士も

登場。米国とフランス以外にも、ヴァイマール共和政下のドイツでプ

ロパガンダ作品が多く制作されたり、旧ソ連で世界初の国立映画学校

が設立されたりしました。

1927年には、世界で初めて音声が入った映画『ジャズ・シンガー	

（アラン・クロスランド監督）』が米国で上映され、トーキーの時代が

到来。1929年には第 1回アカデミー授賞式が開催され、1935年に

は世界初のカラー長編映画『虚栄の市（ルーベン・マムーリアン監督）』

が公開されました。

続く1930〜 40年代は、米国産のミュージカル映画やギャング映

画などが人気を集め、ハリウッドが全盛期を迎えました。	（名取	由恵）

映画の始まり

Kinetoscope, illustration by Albert Tissandier




